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つ
く
だ
議
員
は
、「
近
年
、頻
発
す

る
大
規
模
災
害
に
よ
り
、町
民
の
不

安
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
、避
難
所
に
一
人
で
行

け
な
い
町
民
（
避
難
行
動
要
支
援

者
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、町
の
取
組

を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

①
要
支
援
者
の
名
簿
は
し
っ
か
り

作
成
さ
れ
て
い
る
か
。 

 

②
要
支
援
者
ご
と
の
個
別
避
難

計
画
は
作
ら
れ
て
い
る
か
。訓
練
は

実
施
し
て
い
る
か
。 

 

【
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
】
・・・６
５
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、高
齢
者
の
み
の 

世
帯
、要
介
護
区
分
３
以
上
な
ど
で
、自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
住
民
。 

   
 

町
の
答
弁 

   

保
健
福
祉
部
長

は
答
弁
で
、 

①
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
を
対
象
に
、「
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
」
を
平
成
２
９
年
度
に
作

成
。そ
の
後
、各
地
区
の
協
力
を
得

な
が
ら
更
新
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
登
録
者
は
３
９
４
人
。 

 

②
避
難
力
強
化
訓
練
は
６
月
３
０

日
に
、台
風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る

風
水
害
等
を
想
定
し
、洪
水
ま
た

は
土
砂
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
内

に
避
難
行
動
要
支
援
者
が
居
住
し

て
い
る
地
区
の
う
ち
、参
加
協
力
い

た
だ
い
た
地
区
を
対
象
に
「
情
報
伝

達
訓
練
」
を
実
施
。３
地
区
は
実
際

に
避
難
所
へ
の
「
搬
送
訓
練
」
を

行
っ
た
。 

 

【
問
合
せ
先
】
保
健
福
祉
部 

社
会
福
祉
課 

●
直
通
電
話 

０
２
９
（
２
４
０
） 

７
１
１
２ 

  

町
で
は
、登
録
い
た
だ
い
た
方
の
名
簿
を
作

成
し
て
い
ま
す
。 

名
簿
に
は
、氏
名
・生
年

月
日
・住
所
・電
話
番
号
・支
援
を
必
要
と

す
る
理
由
な
ど
を
掲
載
。名
簿
情
報
は
、本

人
の
同
意
を
得
た
上
で
、平
常
時
か
ら
避

難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
し
、避
難
方
法

な
ど
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
で
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
た
び
に

皆
さ
ま
の
声
を
町
に
届
け
て
い
ま
す
。 

 

十
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
ご
支
援
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
茨
城
町
に
お
い
て
は
、
選
挙
区

も
比
例
区
も
共
産
党
の
得

票
数
を
前
進
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
暮
ら
し
と
平
和

を
守
る
政
治
を
め
ざ
し
、

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

戦争も原発事故も繰り返さない社会を 

 
 
 

９
月
議
会
で
質
問
し
ま
し
た 

  

▼
災
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て 

 
 
 

①
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
や
登
録
状
況 

 
 
 

②
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
と
訓
練
実
施 

  

▼
学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て 

 
 
 

①
各
廃
校
の
跡
地
の
利
用
状
況 

 
 
 

②
今
後
の
利
活
用
計
画 

つくだ けい子 
日本共産党町議会議員 

 ８ ２ 

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録 

● 

災
害
対
策
の
強
化
と
し
て 

 

つ
く
だ
議
員
は
、①
学
校
跡
地
の

利
用
状
況
や
今
後
の
計
画
と
合
わ

せ
て
、 

②
「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
登
録
と
募
集
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

  

町
の
答
弁 

 

町
長
公
室
長
は
答
弁
で
、 

①
学
校
跡
地
は
、災
害
時
に
避
難

所
及
び
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
使

用
す
る
。 

 

体
育
館
は
、年
間
３
０
０
日
以
上
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。 

 

グ
ラ
ン
ド
は
、旧
沼
前
小
学
校
を

全
面
芝
生
化
し
、少
年
サ
ッ
カ
ー
場

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ぬ
ま
さ
き
グ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
開
放
し
て
い
る
。旧
石
崎
小

学
校
と
旧
上
野
合
小
学
校
の
２
校

は
、高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
利
用
。 

 

校
舎
に
つ
い
て
は
、旧
駒
場
小
学

校
は
「
駒
場
庁
舎
」
と
し
て
利
用
。

旧
川
根
小
学
校
は
解
体
し
、学
校

給
食
共
同
調
理
場
を
建
設
し
て
利

用
し
て
い
る
。 

 

②
文
部
科
学
省
の
「
み
ん
な
の
廃

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、旧
石
崎
小
学

校
と
旧
上
野
合
小
学
校
が
登
録
し

て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
２
０
件
程
度

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、今
年

度
は
な
い
。実
際
の
応
募
に
至
っ
て

い
な
い
理
由
と
し
て
、▽
校
舎
の
耐

震
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
▽

災
害
時
に
グ
ラ
ン
ド
の
利
用
制
限

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

 

つ
く
だ
議
員
は
、「
指
定
避
難
所
で

あ
る
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
は
、防
災

公
園
の
機
能
を
備
え
て
欲
し
い
」
と

提
案
。ま
た
、「
グ
ラ
ン
ド
に
芝
生
エ

リ
ア
や
日
陰
な
ど
を
つ
く
り
、住
民

が
集
ま
り
や
す
い
環

境
づ
く
り
も
進
め

て
欲
し
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。 

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

● 

学
校
跡
地
の
活
用
を
す
す
め
る 

● 次回の町議会予定 ● 

１２月９日(月)一般質問 
７名予定・佃議員は４番目 

▲東海村にある日本原電㈱の東海第二原
発を共産党議員15名で視察。防潮堤施
工不良など調査しました。（原発施設は
写真撮影不可） 

 11 
13 

 10 
22 

▲自衛隊百里基地正門前で、米軍との共同訓
練実施の抗議行動に参加しました。 

◀自衛隊基地の強靭化や
軍事費増大に反対する共
産党として、塩川鉄也衆
院議員・岩渕友参院議員
とともに百里基地内の施
設を視察しました。 



  

つ
く
だ
議
員
は
、９
月
議
会
に
出

さ
れ
た
議
案
の
う
ち
２
件
に
反
対

し
、議
会
最
終
日
の
討
論
で
理
由

を
述
べ
ま
し
た
。 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

【国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
】 

  
 

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、個
人

情
報
の
漏
え
い
や
国
に
よ
る
一
元

管
理
に
対
す
る
町
民
の
不
安
を

置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、今
の
保

険
証
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

ま
た
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

町
民
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
、

個
人
の
医
療
を
受
け
る
権
利
や

人
権
保
障
に
も
関
わ
る
重
大
問

題
で
あ
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

中
止
し
、全
面
的
に
国
に
見
直
し

を
求
め
る
べ
き
で
す
。 

   

  

【茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
の
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
】 

   

国
が
令
和
６
年
度
か
ら
始
め
た

森
林
環
境
税
を
町
で
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、町
民
が
税

を
滞
納
し
た
場
合
に
、そ
の
徴
収
を

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
に
委
託

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
約

変
更
で
す
。森
林
環
境
税
は
、温
室

効
果
ガ
ス
を
大
量
に
排
出
す
る
企

業
や
法
人
に
負
担
を
求
め
る
こ
と

な
く
、国
民
に
は
低
所
得
で
も
課

税
さ
れ
ま
す
。個
人
住
民
税
の
均

等
割
り
と
併
せ
て
一
律
千
円
を
課

税
し
、今
後
も
課
税
し
続
け
る
も

の
で
す
。滞
納
金
の
徴
収
を
租
税

債
権
管
理
機
構
に
委
託
す
る
こ
と

に
反
対
で
す
。         

      

 

 

   公民館や集落センターが 

一時避難所なら行きやすいし、指定 

避難所よりトイレや台所があって使い  

  やすい。そもそも、遠くにある 

  指定避難所までは行けない。 

   （上雨ヶ谷在住、70代） 

よせられた声 

２
つ
の
議
案
に
反
対 

 国民健康保険に加入している町民は約

7,500人で、そのうちマイナ保険証の登録率

は５９．１％（７月時点）、病院等での利用率は  

１４．７％（６月時点）です。 

 いま手元にある紙の保険証は12月以降も

使えます。 マイナンバーカードを持たない人

や、カードを持っていても保険証登録してい

ない人には、保険証の有効期限が切れる前に

「資格確認証」が申請なしで郵送されます。 

●マイナ保険証について●  

 ラムサール条約に登録された涸沼の、豊かな生
物多様性や湿地の保全を推進していくための学習
拠点となるセンターに、ぜひお出かけください。 

  ● 場所 茨城町下石崎2585番4  

  ● 電話 TEL：029-303-6530  

  ● 9時～16時30分、入館無料 

  ● 月曜日と年末年始が休館です 

 救急車の利用が一部有

料化されるという話を聞

いたが、内容が分から

ず不安です。 

（海老沢在住、80代） 

 

涸沼水鳥・湿地センターがオープン 

租税債権管理機構に徴収 

が回されると、一括返済や給料・年金の

差し押さえを否応なく実行されることが

あります。機構に委託するのではなく、

町が丁寧に納税相談を行って、適切な分

割支払いや猶予措置により生活 

再建を進めるべきです。 

 町の広報が定期的に発行されて 

各家庭に配布されているが、同じ

敷地内で別棟に住んでいると手元

に届かないことがある。広報に書

かれている文章で、カタカナ言葉

が多く、高齢者は理解しづらい。 
 

 また、災害時に誰が支援に来て

くれるのか分からず不安。日中、  

  家族が不在の時が心配。 

 近所に空き家が 

増え、防犯上心配 

です。（大戸在住、   

 70代） 

 茨城町で、㈱カスミの「移動スーパー」の運

行が11月18日から開始されました。 

 おにぎりや弁当をはじめ、野菜や魚・肉など

の生鮮食品、牛乳やパンなど購買頻度の高

い生活必需品約650品目が販売されます。 

 販売場所は、地域住民の要望にもとづいて

45カ所を選定。1日8～10カ所を巡回して販

売します。運行は、月～金曜の平日5日間。 

 詳しい運行スケジュール（時間と場所）は広

報や案内チラシでお知らせします。 

▼問合せは、フードスクエアカスミ イオンタウ

ン水戸南店 ０２９－２１７－００８７まで 

 移動スーパー運行予定表は、こちらか

らもご覧いただけます⇒ 

 ぜひご利用し、ご意見を 

お寄せください。 

 子育て支援の内容

を見ると「第３子」

からが多いですが、

第１子から支援を考

えてもらいたい。 

（大戸在住、40代） 


